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 今月１１日で震災から５年が経とうとしています。みなさんにとって、この５年は大変なことが多々あったと思いま
す。来年度から再来年度は、大きな転換期になろうとしています。私たちもみなさんの話を聞きながら情報提供を
行ない、今後の生活の役に立てるよう、支援を行なっていきたいと思います。 
 ３月１１日（金）、米沢市の伝国の杜にて「復興のつどい・追悼式」があります。式典の参加申し込みは終わりま
したが献花はできますので、もし近くを通った際はお立ち寄りいただければと思います。 

 
冬の交流会を行ないました 

 
 ２月２７日(土)、民生委員児童委員協議会連合会との共催で、老人福祉センターにて冬の交流会を行ない

ました。午前中は雪遊びコースと温泉コースを設定しました。 

 雪遊びコースは雪が少なく出来るか心配でしたが、子供達が楽 

しみにして来てくれたので、土手裏の少し雪が残っている所でそり遊 

びをしました。少しの時間でしたが楽しんでくれました。その後、学 

童の体育館へ移動、子供達のリクエストでドッチボールをし、大人も 

子供も一緒になって楽しい時間が過ごせたのではないかなと思います。 

 温泉コースは、卯の花温泉はぎ乃湯でゆっくりと温まってきました。 

内風呂や露天風呂に入りながらさまざまな話をしたり、入浴後には 

特製ジュースを飲んだり、身心共にリフレッシュできた時間だったの 

ではないでしょうか。  

 もち会食は、雑煮・納豆・きなこ・じんだん・あんこ(こしあん・ 

つぶあん)の５種類を用意、３種類をテーブルに並べ、他はバイキング 

形式にして希望のお餅を自由に食べてもらいました。 

毎年恒例お楽しみのいちご大福作りはコツがわかってきたのか上手に 

出来ました。今回は、アトリエ・パッションさんの洋食も用意し好評 

でした。 

 昼食後はビンゴ大会で盛り上がりました。景品は、鈴木酒造さんのお 

酒や福幸ヴィレッジのジャガイモなど避難者支援に関係する物も用意 

しました。 

 冬の交流会も今年で５回目となり、参加者は少なくなってきていま 

すが、冬の楽しみの一つになってもらえればと思います。 

子どもたちの「いただき
ます。」で会食スタート 

とても上手に出来上がりました。 



平成２７年度 第１２回定期交流会 

ポーセラーツでマイカップ作りに 
挑戦しよう！！ 

 

 今年度、最後の定期交流会です。 

 以前にも同様の交流会をしましたが、好評だったの

で２回目を企画しました。 
 みなさんの参加をお待ちしております。 
 
                 記 
  日 時 ： ３月２４日（木） １０時～１１時３０分 
  場 所 ： 老人福祉センター面接室・健康相談室 

  内 容 ： ポーセラーツでマイカップ作りとお茶会 
  会 費 ： 無料 

  申込締切 ： ３月１７日（木） 
  申込・問合せ先 ：  
      長井市社会福祉協議会 

        ☎０２３８－８８－３７１１（代表） 
          ０２３８－８７－１８２２（直通） 
               担当：鈴木・手塚まで 

あとがき・・・生産量日本一を誇る長井の競技用けん玉
を使い、ギネス世界記録に挑戦する会が９月１４日に
ありました。玉を皿に乗せる「大皿」という技を連続で１
００人以上が成功し、３度目の挑戦で見事条件をクリア
しました。おめでとうございます。 

 ○長井市社会福祉協議会へ 
        ランドセルの寄付がありました。 
 
 市内の方より寄付していただきました。 

 色は赤と黒です。お知り合いの方などで、ランドセル

が必要な方がいらしたら、社会福祉協議会まで連絡をく

ださるよう、伝えていただければと思います。 
 お問い合わせ先は、下記までお願いします。 
 
     長井市社会福祉協議会 

         ☎ ０２３８－８８－３７１１（代表） 
            ０２３８－８７－１８２２（直通） 

                   担当：鈴木・手塚まで 
 

４年目の新酒《甦る》の試飲会がありました！ 
  

 3月5日、市内の中央会館にて≪甦る試飲会≫が行われました。 

  ≪甦る≫はレインボープラン市民農場が運営する「福幸ファーム」の田んぼで避難者家族やボラン

ティアの方々が育てた酒米「さわのはな」を原料に鈴木酒造長井蔵が仕込んだ純米吟醸酒です。この日は

関係者の方々約20名の参加で、新酒を味わいました。 

 ≪甦る≫の醸造は4年目となり1升瓶で換算すると3千本分を仕込むことができ、「やわらかいけれど

しっかり味がのって美味しいお酒」に仕上がったとのことです。 

杜氏であり専務の大介さんからは、幻の米と呼ばれる「さわのはな」の種子を特別に譲り受け、その上

農業指導をしていただいた厚意が詰まった酒です。避難者の方々が人との触れ合いを介し、気持ちの交流

の場を得て、益々活動の場が広がってくれれば、そして陽の循環の輪を具体化した酒がこの≪甦る≫です

との話しがあり、レインボープランの精神と「さわのはな」をしっかりと伝えていきたい思いが伝わって

きました。 

いわき市から避難され市内で福幸ヴィレッジや学習塾「七色学舎」を営む村田さんは「≪甦る≫は当時、

避難してきた人達とレインボープラン市民農場の人達とが取り組んだことは素晴らしいことです。」とあ

いさつされ、レインボープラン市民農場の竹田理事長さんは「今後も関わり合っていきたい。」との言葉

がありました。 

 この≪甦る≫は3月11日市内の酒販店から一斉販売されます。ぜひ召し上がって見て下さい。ふるさと

へのお土産としても喜ばれると思います。また、売上金の一部は市内で福島県の子どもの週末保養「森の

休日」などを行っている【葉っぱ塾】に支援募金として寄附されます。さらに今後は浪江町の小学生や中

学生への何らかの支援もしていきたいとの意向がありました。 

 震災当初市内には320名ほどおられた避難者の方は現在も79名の方がおられます。 

 これからも今まで同様縁を紡ぐ活動のお手伝いができればと思います。 

 


